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『東京物語』熱海温泉の場面
（スナップ写真は、DVD〔販売元：Cosmo Contents、
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るのか、実際に「波の時間」（2009 年）、「PURPLE AND GOLD」（2011
年）という作品を上映して、議論しました。日文研フォーラムに参加され
た観客のみなさんの質問や意見を聞き、とても嬉しく思いました。コメン
テーターの細川周平先生、発表へのアドバイスをくださった井上章一先生、
佐野真由子先生に心から感謝を申し上げます。また事務の皆さんのサポー
ト、特に写真・ビデオの撮影を一手に引き受けてくださった岡村友章さん
に、心から感謝しています。
　母国のマケドニアの新聞には、発表についての記事が掲載されました。
マケドニアで日本映画を研究する人はまだ少なく、研究者としての責任、
これからの活動の重要性を理解しました。
　この小冊子が、日本映画や日本の原型的な表現手法に関心を持つ方々に
読まれることを祈念する次第です。
